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１．はじめに  

地すべり，火山活動に起因する山体崩壊伴い発生する津

波（以下，海底地すべり津波，陸上地すべり津波という）

は，断層運動に伴う津波に比べて発生頻度が低いものの，

発生規模や被害が大きな事例がある．海底地すべり津波お

よび陸上地すべり津波については実験的検討が実施され

ているものの，断層運動に伴う津波と比べて研究事例が少

ない．そこで，前報 1)では 3種類のガラス球（ガラスマー

ブル，比重 2.6）に対する海底・陸上地すべりによる津波

の基礎的な水理実験を実施した．本報では海底・陸上地す

べり形状に対する 3種類の模型を制作し，平面水槽を用い

た地すべり津波の基礎的水理実験を実施する． 

２．実験概要  

実験水槽の概要を図-1 に示す．長さ 12.0m，幅 12.0m，

高さ 1.5m の実験水槽を製作し，水槽内に海底勾配 1:2 の

斜面と高さ 0.8m の一様部を設置した．図中のポイントに

おいては，容量式波高計により水位変動を計測した．地す

べり模型形状は，三角断面形状とガウス分布形状の 2 タイプとした．三角断面形状の模型は，幅 1.0m，長さ

0.5m、高さ 0.25m の直角三角柱と二等辺三角柱の 2形状（重量 100kg）とした。ガウス分布形状の模型は，既

往の実験 2)で用いている関数（ガウス分布）を使用し，高さを三角柱形状模型と同じになるように制作した（重

量 160kg）。図-2 に直角三角柱，二等辺三角柱，ガウス分布形状の模型形状を示す。実験では地すべり模型を

初期位置の傾斜面上部に治具およびワイヤーを用いて実験前に滑り出さないよう固定し，自由落下あるいはワ

イヤーを引き下げることにより地すべり津波を発生させた．また，水深を変化させることによって海底・陸上

地すべりを模擬し，海底地すべりの場合は水深 1.0m，陸上地すべりの場合は水深 0.5m と設定した． 
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図-1 実験水槽（H1～H16：水位計測点） 

 
(a)直角三角柱       (b)二等辺三角柱        (c)ガウス分布形状 

図-2 地すべり模型形状 
(mm) 
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３．実験結果  

ガウス分布形状の場合の水深 1.0m とした海底地すべり

による津波の水位変動波形を図-3 に示す．水位変動が大

きい地点は H3 と H4 であり，H3 では最初に水位が大きく

下降，H4 では最初に水位上昇する． H6～H10 では水位が

減衰し，H11～H14ではさらに減衰している様子がわかる． 

3種類の地すべり形状に対する陸上地すべり津波の場合

の水位変動波形を図-4に示す．水深 0.5mのため陸上地す

べりによる水位は海域のみの計測であるが，図-3 の海底

地すべりによる水位変動と比較して陸上地すべりの水位

変動は大きく，造波効率が良い．水位が大きい順は直角三

角柱，二等辺三角柱，ガウス分布形状となっており，地す

べり突入によって発生する水位は形状の影響が大きい． 

3 種類の地すべり形状に対する海底地すべり津波の場合

の水位変動波形を図-5 に示す．最初に地すべり模型が位

置する H3 で大きく水位が下降する．その後，水位は減衰

するが H2，H1 においても水位が下降する．沖側の H4,H5

では最初に水位が上昇する．図-4 の陸上地すべり津波に

よる水位に比べて，海底地すべり津波の水位変動量は小さ

い．しかし，地すべりによる発生水位の傾向は海底地すべ

りと陸上地すべりで異なる結果となった．さらに，H1～H3

と H4～H5での伝播方向によっても傾向が異なる．特に H4

～H5 においてガウス分布形状の水位変動量が大きい．こ

の要因としては，ガウス分布形状の場合は三角断面形状に

比べて長さと幅が僅かに長いこと，重量が大きいため移動

速度が速いことが関係していると考えられる．この要因に

ついては、今後の検討課題である． 

４．おわりに  

3 種類の地すべり模型形状に対する海底・陸上地すべり

による津波の基礎的水理実験を実施し，津波発生水位につ

いて検討した．海底地すべり津波における課題について，

今後，実験の再現計算等により検討する予定である． 
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図-5 水位変動波形（海底地すべり） 
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図-4 水位変動波形（陸上地すべり） 

H5 

H4 

-4.0

-2.0

0.0

2.0

4.0

4 6 8 10 12 14 16

水
位

(c
m

)

時間（s)

H1 H2 H3 H4 H5

-4.0

-2.0

0.0

2.0

4.0

4 6 8 10 12 14 16

水
位

(c
m

)

時間（s)

H6 H7 H8 H9 H10

-4.0

-2.0

0.0

2.0

4.0

4 6 8 10 12 14 16

水
位

(c
m

)

時間（s)

H11 H12 H13 H14

 
図-3 水位変動波形 

（ガウス分布，海底地すべり） 
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